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ABSTRAK 

AyuHusnani. 2021. Analisis Implikatur dalam Naskah Drama Teater Enjuku 

Berjudul Tonosama no Utage (Banquet of The King) Karya Sugako Kaikiri. 

Program Studi Pendidikan Bahasa Jepang. Fakultas Bahasa dan Seni, Universitas 

Negeri Jakarta. 

Penelitian ini tentang analisis tuturan implikatur pada Naskah Drama Teater 

Enjuku Tonosama no Utage yang disutradarai oleh Sugako Kaikiri. Pada 

penelitian ini, penulis menggunakan teori implikatur Grice. Tujuan penelitian ini 

adalah untuk mengetahui jenis implikatur yang terdapat dalam naskah. Metode 

analisis data yang digunakan adalah metode padan referensial dengan teknik dasar 

daya pilah sebagai pembeda referen. Teknik ini digunakan untuk memilah dan 

menentukan unsur-unsur yang dianalisis, yaitu kalimat percakapan pada naskah 

yang mengandung implikatur, setelah ditentukan unsur penentunya dilanjutkan 

dengan menganalisis jenis implikatur pada data tersebut. 

Hasil penelitian menunjukkan bahwa, kalimat percakapan yang mengandung 

implikatur dalam naskah Tonosama no Utage (Banquet of  The King), ada enam 

belas data. Sembilan data diantaranya merupakan jenis implikatur konvensional, 

dan tujuh data merupakan jenis implikatur non konvensional atau percakapan, 

namun dalam satu data ada yang mengandung lebih dari satu implikatur. Pada 

sembilan data implikatur konvensional terdapat tiga belas implikatur konvensional. 

Pada tujuh data yang mengandung implikatur non konvensional terdapat sembilan 

implikatur non konvensional. 

 

Kata kunci: implikatur, jenisimplikatur, gan’i, juurai gan’i, hijuuai gan’i 
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劇団 EN 塾の殿様の宴「Banquet of The King」の脚本「作者：甲斐切清

子」における含意の分析 

ジャカルタ国立大学 

Ayu Husnani 

ayuhusnani@gmail.com 

概要 

A. 背景 

発話の意味が暗黙の意味なしで相手に理解できるとき、コミュニケ

ーションプロセスが良いと言える。語用論の研究では、言語事象に暗

黙で意味を伝えるとき、含意と呼ばれる。グライス(1975)は、会話の

含意を、話者に生成された対話ではなく、同じ知識の背景から生み出

された対話と定義している。つまり、含意は発話の暗黙の意味だ。 

グリスは含意を二つの種類に分けて、次のように説明する。 

1. 従来の含意は、話者と対話者との間の合意から来る意味である。話

者は、使用されている言葉が反対の意味を含むことを知っている。 

例：ポールは貧しいが、幸せだ。 

含意：ポールは貧しいが、彼女はいつも幸せであった（お金を持っ

ていない人なのに悲しくはない） 

2. 非従来の含意または会話は、会話で使用される含意の意味である。 
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Grice (1971) によると、会話の含意では話し手と対話者の会話で

同類協力という協力原則がある。それは 1）会話の意図と目的の同類、

2）お互いを必要とする会話に参加する、3）会話を進行する合意であ

る。格言は、文字的や個人的の対話でコミュニケーションのプロセス

を円滑するために守られなければならない原則である。会話の格言は、

(1)数量格言、求められる情報を与える、(2)質的格言、真実を述べる

または真実を証明できる証拠がある、(3)関連格言、関連した情報を与

える、(4)方法格言、表現のあいまいさを避ける、簡潔に表現する、多

義的な表現を避ける、一定的に表現するという四つの種類に分けてい

る。 

会話の含意は、言語でのコミュニケーション手段としての機能を持

っている。話し手の意図が対話者に理解できるためには、会話に含ま

れる意味を調べるための知識が必要で、話し手と対話者の間のコミュ

ニケーションがスムーズに行われるためである。したがって、研究者

は言語事象に含まれる含意を分析すると考えている。この場合、研究

者はドラマの役割と対話を通じて現実、性格、人間の行動を説明する

対立を伝えることによって人生を説明または説明するため、研究者は

ドラマを研究媒体として選択する。 

本研究の目的は、劇団 EN 塾の殿様の宴「Banquet of The King」

の脚本「作者：甲斐切清子」に存在する含意の種類を知ることである。 



 

vii 
 

 

B. 研究方法 

本研究に使用している実験方法は定性分析である。本研究の手順は

次のように下位である。 

1. 研究の主題と目的を決定する。 

2. 実施する研究に対する文献の関連性を探する。 

3. 管野殿様の宴「Banquet of The King」の脚本「作者：甲斐切清子」

と題された演劇の脚本で追跡されたデータを聞いて記録する。 

4. 分析基準を満たした会話の含意を含む文を分析する。 

5. 特定の機能で収集された会話データのスニペットを提示することに

より、劇団 EN 塾の殿様の宴「Banquet of The King」の脚本「作

者：甲斐切清子」の脚本に含まれる含意のタイプを分析する。 

6. 調査結果から結論を導き出する。 

 

C. 研究結果と分析 

 この研究の結果に基づいて、殿様の宴「Banquet of The King」に

含まれる含意には十六個のデータが含まれていた。劇団 EN 塾の殿様の

宴「Banquet of The King」と題された延寿の戯曲に含まれる含意は以

下の通りである。 

劇団 EN塾の殿様の宴「Banquet of The King」の脚本と題された

の戯曲に含まれる含意 
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No. データ 名前 
含意 

従来含意 非従来含意 

1 データ  1 村人 5   

2 データ  2 金吾 1   

3 データ  3 金吾   2 

4 データ  4 村人 ３ 1   

5 データ  5 番頭さん 1   

6 データ  6 番頭さん 1   

7 データ  7 大殿   1 

8 データ  8 錦之助   1 

9 データ  9 雪之丞 ー ナツ   2 

10 データ  10 金吾 1   

11 データ  11 じいや   1 

12 データ  12 じいや   1 

13 データ  13 定吉 1   

14 データ  14 定吉の別れた女房   1 

15 データ  15 定吉 1   

16 データ  16 おタカ 1   

合計 13 9 

 

本研究の総データは十六データに達し、13 つが従来の含意であり、

他の 9 つは非従来型または会話型の含意である。非従来型の含意を含

む 9 つのデータは、次のようなグライス協力原則の違反によって引き

起こされました：（1）2 つのデータが数量格言に含んでいる、（2）3

つのデータが質的格言に含んでいる、（3 ）関連が格言が 3 つ、（4）

違反格言が 1つである。 

D. おわりに 

これまでに行われた分析の結果に基づいて、殿様の歌原稿に含まれ

る含意には、従来の含意と非従来の含意の十六のデータが研究された。
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9 つが従来の含意であり、非従来型の含意を含む 7 つのデータは 9 つ

会話型の含意である。含意は、発話に暗黙の意味を作成する。 
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